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「
訴
え
を
す
べ
て
取
り
下
げ
ま
す
」
―

奥
津
亘
弁
護
団
長
の
締
め
く
く
り
の

言
葉
で
、
中
国
「
残
留
孤
児
」
国
家
賠

償
請
求
岡
山
訴
訟
は
二
月
二
一
日
、

法
廷
の
扉
を
閉
じ
た
。 

原
告
・
孤
児
た
ち
が
裁
判
で
目
指
し

た
政
府
の
謝
罪
、
損
害
賠
償
は
実
現
で

き
な
い
が
、
新
支
援
制
度
に
よ
っ
て
「
老

後
保
障
」
の
め
ど
が
立
っ
た
と
し
て
、
司

法
の
場
で
の
闘
い
に
終
止
符
を
打
つ
こ

と
に
な
っ
た
。 

名
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
実
に
甘
ん
じ
た

と
い
え
る
。
全
国
一
五
か
所
で
展
開
さ

れ
て
き
た
「
孤
児
訴
訟
」
も
、
東
京
、
福

岡
、
名
古
屋
、
そ
し
て
唯
一
地
裁
勝
訴

の
兵
庫
な
ど
取
り
下
げ
が
続
い
て
い

る
。 

岡
山
孤
児
裁
判
、
訴
訟
取
下
げ 

―
新
支
援
法
に
託
す
「安
心
な
老
後
」─

 
 

 

岡
山
（
香
川
を
含
む
）
訴
訟
は
、
二

〇
〇
四
年
二
月
二
〇
日
に
第
一
次
提

訴
が
行
わ
れ
、
こ
の
日
の
最
終
公
判
が

第
一
四
回
口
頭
弁
論
と
な
っ
た
。 

裁
判
は
、
丁
度
四
年
間
に
及
ん
だ

こ
と
に
な
る
。
原
告
は
順
次
増
え
て
、

計
二
七
名
（
岡
山
一
九
名
、
香
川
八

名
）
を
数
え
た
。 

〇
四
年
七
月
一
四
日
の
第
一
回
口
頭

弁
論
以
来
、
ほ
ぼ
二
ヶ
月
ご
と
に
開
廷

さ
れ
、
こ
の
間
一
〇
名
の
原
告
が
陳
述

を
行
っ
た
。
弁
護
団
も
岡
山
弁
護
士

会
約
二
百
名
の
う
ち
三
九
名
が
参

加
、
異
例
の
大
部
隊
と
な
り
、
弁
護
団

が
そ
の
主
張
を
盛
り
込
ん
で
裁
判
所

に
提
出
し
た
文
書
も
、
訴
状
一
〇
二

頁
、
準
備
書
面
計
一
六
件
、
九
五
九

頁
に
及
び
、
精
力
的
に
取

組
ん
だ
足
跡
を
残
し
た
。 

 

訴
訟
最
後
の
舞
台
は
、

新
庁
舎
に
生
ま
れ
変
わ
っ

た
岡
山
地
裁
第
一
〇
〇

号
大
法
廷
。
旧
法
廷
よ
り

か
な
り
広
く
な
っ
た
が
、

傍
聴
者
は
抽
選
に
な
る
ほ

ど
。 

 

ま
ず
、
代
表
二
名
が
意

見
陳
述
に
立
っ
た
。
「
中

国
残
留
日
本
人
孤
児
は
、

日
本
政
府
が
発
動
し
た

中
国
侵
略
戦
争
の
最
大

の
犠
牲
者
で
す
。
私
た
ち

は
、
人
間
と
し
て
の
尊
厳

を
回
復
し
、
老
後
の
生
活

保
障
を
求
め
て
、
国
に
対

し
て
裁
判
を
起
こ
し
た
。

四
年
間
の
裁
判
に
よ
る
闘
い
の
結
果
、

昨
年
一
一
月
二
八
日
、
新
支
援
法
が

成
立
し
、
今
回
や
っ
と
明
る
い
光
を
見

る
こ
と
が
で
き
た
」
（
岡
山
原
告
団
長
・

高
杉
久
治
さ
ん
） 

 

「
今
回
の
支
援
策
は
、
う
れ
し
い
反

面
、
遅
す
ぎ
た
。
残
留
孤
児
に
残
さ
れ

た
時
間
は
少
な
い
。
本
当
は
、
裁
判
所

で
国
の
過
ち
と
損
害
賠
償
を
認
め
て

欲
し
か
っ
た
。
し
か
し
、
新
支
援
策
が
で

き
た
の
で
、
裁
判
を
起
こ
し
た
意
味
は

大
き
か
っ
た
。
新
政
策
の
下
で
、
幸
せ

に
生
き
て
行
き
た
い
。
新
支
援
策
を
し

っ
か
り
実
行
し
、
私
た
ち
が
亡
く
な
っ

た
後
も
、
二
世
、
三
世
が
自
立
し
た
生

活
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
欲
し
い
」
（
香
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川
原
告
団
長
・
山
口
康
江
さ
ん
） 

 

そ
し
て
、
奥
津
弁
護
団
長
の
陳
述

は
、
四
年
間
の
思
い
を
凝
縮
さ
せ
た
含

蓄
あ
る
胸
打
つ
”
名
ス
ピ
ー
チ
“
で
あ
っ

た
。 

「
こ
れ
で
さ
さ
や
か
な
が
ら
も
一
定
の

安
心
と
保
障
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。

訴
訟
は
こ
れ
で
終
結
す
る

が
、
か
く
も
永
く
無
策
の
時

代
が
続
い
た
原
因
と
責
任
、

即
ち
、
国
家
に
よ
る
孤
児

棄
民
政
策
、
そ
し
て
こ
れ
と

同
質
の
侵
略
戦
争
を
起
こ

し
た
政
策
と
思
考
の
追
及

を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。 

さ
ら
に
、
新
支
援
法
は
命

を
つ
な
ぎ
得
た
人
に
だ
け

適
用
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
中

国
の
大
地
で
命
を
失
わ
ざ

る
を
得
な
か
っ
た
圧
倒
的

多
数
の
人
々
が
い
る
こ
と
を

忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。 

こ
の
裁
判
は
政
府
・
官
僚
の

眠
っ
た
頭
を
覚
ま
し
、
政
策

形
成
の
役
割
を
果
せ
た
、
と

思
う
。
今
後
は
、
制
度
は
で

き
た
が
、
運
用
は
人
間
の
問
題
だ
。 

本
当
に
人
間
の
尊
厳
を
取
り
戻
す

生
活
が
で
き
る
よ
う
願
っ
て
い
る
」 

 

あ
る
帰
国
孤
児
が
つ
ぶ
や
い
た
。
「
明

日
ま
た
、
新
聞
に
大
き
く
出
る
の
が
、

辛
い
」
。
生
活
保
護
を
超
え
る
給
付
金

制
度
を
謳
っ
た
新
支
援
法
を
め
ぐ
っ

て
、
新
た
な
波
紋
、
違
っ
た
視
線
、
複
雑

な
住
民
感
情
が
、
孤
児
ら
の
身
辺
に
は

起
き
つ
つ
あ
る
。
こ
の
日
の
集
会
で
も
語

ら
れ
た
「
い
か
に
地
域
と
交
流
・
連
帯
を

深
め
る
か
」
が
、
こ
れ
か
ら
の
最
大
課
題

で
あ
ろ
う
。 

 

判
決
後
に
報
告
集
会
が
開
か
れ
た
。

「
支
え
る
会
」
は
五
月
に
解
散
す
る
が
、

岩
間
一
雄
会
長
は
、
今
後
県
内
各
地

で
「
日
本
語
教
育
」
を
さ
ら
に
強
化
し

た
い
と
い
い
、
事
務
局
長
・
小
林
軍
治
さ

ん
は
、
新
法
の
施
行
（
四
月
）
に
伴
う
給

付
金
申
請
手
続
き
な
ど
生
活
面
で
の

支
援
は
日
中
友
好
協
会
が
協
力
す
る

体
制
を
取
り
た
い
と
語
っ
た
。 

（
荒
武
一
彦
） 

 

岡
山
市
か
ら
教
育
文
化
賞
の
表
彰
を
受
け 

二
万
円
の
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。 

 
 

表
彰
理
由 

 
 

中
国
残
留
孤
児
や
そ
の
家
族
に
対

し
て
、
日
本
語
や
日
本
の
文
化
・
習
慣

理
事
会
だ
よ
り 

２
月
１９
日
、
０７
年
度
第
８
回
岡
山

支
部
理
事
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。 

● 

情
勢 

ギ
ョ
ウ
ザ
と
海
兵
隊
と
サ

リ
ン
。 

● 

食
料
問
題
に
つ
い
て
農
民
連
と
新

婦
人
と
日
中
な
ど
で
座
談
会
し
た

い
。 

● 

支
部
総
会
は
６
月
１５
日
（
日
）
１０

時
か
ら
、
午
後
に
は
折
鶴
の
吹
流

し
を
作
り
ま
す
。 

● 

残
留
日
本
人
婦
人
の
ド
キ
ュ
メ
ン

タ
リ
ー
映
画
「
花
の
夢
」
を
じ
っ
く

り
取
り
組
む
実
行
委
員
会
に
参

加
し
て
く
だ
さ
い
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

竹
内
和 

 

二
月
十
三
日
、
日
本
語
教
室
講
師

の
赤
木
千
秋
さ
ん
の
骨
折
り
に
よ
り
、

「
日
本
語
教
室
岡
山
の
会
」
に
対
し

て
、
岡
山
市
か
ら
「
岡
山
市
愛
の
泉

賞
」
の
一
つ
で
あ
る
教
育
文
化
賞
の
表

彰
を
受
け
、
二
万
円
の
寄
付
が
あ
り

ま
し
た
。 

 

表
彰
理
由
は
、
次
の
通
り
で
す
。 

 

教
育
文
化
賞
〈
団
体
の
部
〉 

 

中
国
帰
国
者
の
日
本
語
教
室
岡
山

の
会
（
赤
木
千
秋
） 

な
ど
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
教
え
て
い
る
。

本
教
室
は
日
本
語
上
達
の
場
で
あ
る

と
と
も
に
、
国
際
交
流
や
憩
い
の
場
と

も
な
り
、
帰
国
者
た
ち
の
精
神
的
な
支

え
と
な
っ
て
い
る
。 

次
回
の
新
聞
発
送
作
業
は 

３
月
１１
日
（火
）午
後
１
時
半
～ 

民
主
会
館
２
階
で
行
い
ま
す
。 

前
回
お
手
伝
い
く
だ
さ
っ
た
方
で
す
。 

 

青木由 

小林 

竹内和 

竹内袈 

坪井 

孤児訴訟取下げ 記者会見 

原告団と支援者の皆さん 

mailto:rizhong86@hotmail.co.jp


 

 

中
国
「残
留
孤
児
」訴
訟
を
支
え
る
岡

山
県
民
の
会
（支
え
る
会
）は
、
日
中
友
好

協
会
岡
山
支
部
の
呼
び
か
け
に
よ
り
、
二

〇
〇
三
年
十
月
二
十
一
日
に
結
成
さ
れ

ま
し
た
。
今
日
ま
で
の
四
年
半
の
間
、
規

約
第
二
条
（目
的
）・第
三
条
（活
動
）（資

料
一
参
照
）に
も
と
づ
い
て
誠
実
に
運
動

を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。 

 

具
体
的
に
は
、 

① 

岡
山
地
裁
で
の
十
四
回
に
及
ぶ
口
頭

弁
論
の
傍
聴
と
記
者
会
見
、
報
告

集
会
への
参
加 

② 

街
頭
で
の
署
名
、
募
金
、
ビ
ラ
ま
き

な
ど
の
宣
伝
活
動
や
デ
モ
行
進
への

参
加 

③ 

各
政
党
や
国
会
議
員
への
支
援
要
請

行
動 

④ 

マ
ス
コ
ミ
取
材
への
協
力
と
新
聞
への
投

稿 

⑤ 

中
国
帰
国
者
の
「
体
験
を
聞
く
会
」

や
「
水
餃
子
づ
く
り
」
な
ど
、
交
流

会
の
実
施 

⑥ 

「中
国
残
留
日
本
人
孤
児
の
問
い
か

け
る
も
の
」と
題
す
る
学
習
・講
演

会
の
開
催 

⑦ 

各
種
団
体
へ
の
署
名
・募
金
要
請
及

び
集
会
で
の
訴
え 

⑧ 

原
告
団
の
団
結
を
強
め
る
た
め
に
、

家
族
を
含
め
た
原
告
団
結
成
・日
本

語
教
室
開
講
記
念
集
会
の
開
催 

⑨ 

中
国
帰
国
者
の
た
め
の
日
本
語
教
室

の
開
講
と
運
営 

⑩ 

通
訳
の
確
保
を
は
じ
め
、
弁
護
団
会

議
、
原
告
団
会
議
な
ど
へ参
加
し
、

原
告
団
と
弁
護
団
と
の
橋
渡
し
を

す
る
・・・な
ど
の
多
彩
な
活
動
を
展

開
し
て
き
ま
し
た
。 

支
え
る
会
は
、
二
〇
〇
七
年
十
二
月

一
日
に
第
七
回
幹
事
会
を
開
催
し
、
二

〇
〇
八
年
五
月
三
十
一
日
で
会
を
解
散

す
る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。 

そ
し
て
、
今
回
岡
山
訴
訟
の
終
結
に
あ

た
っ
て
、
岩
間
会
長
の
声
明
（
資
料
二
参

照
）を
発
表
し
ま
し
た
。 

 

声
明
の
中
で
日
本
語
習
得
支
援
活
動

は
、
解
散
後
も
ひ
き
つ
づ
き
、
岡
山
、
倉

敷
、
総
社
各
地
域
で
継
続
し
て
い
く
こ
と

を
表
明
し
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
新
支
援
法
の
具
体
化
に
伴
っ
て
発

生
し
た
諸
問
題
、
地
域
近
隣
の
人
々
への
理

解
を
得
る
活
動
及
び
日
中
友
好
を
推
進

す
る
取
り
組
み
は
、
日
中
友
好
協
会
岡

山
・倉
敷
支
部
が
引
き
継
い
で
い
き
ま
す
。 

会
員
の
皆
様
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
ご
協
力

に
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、

今
後
と
も
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

小
林
軍
治 

 

資
料
一 

（目
的
） 

第
二
条 

本
会
は
、
「中
国
『残
留
孤
児
』の

人
間
性
回
復
の
闘
い
に
支
え
を
」ア
ピ
ー
ル

（二
〇
〇
二
年
十
二
月
二
〇
日
）に
賛
同

し
、
中
国
『残
留
孤
児
』た
ち
の
「普
通
の
日

本
人
と
し
て
人
間
ら
し
く
生
き
た
い
」と
い

う
人
間
性
回
復
を
求
め
る
運
動
を
支
持

す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。 

（活
動
） 

第
三
条 

本
会
は
第
二
条
の
目
的
を
実
現

す
る
た
め
に
、
以
下
の
活
動
を
行
う
。 

① 

一
〇
〇
万
人
署
名
の
推
進
活
動
。 

② 

中
国
『残
留
孤
児
』国
家
賠
償
訴
訟
の

支
援
活
動
。 

③ 

中
国
『
残
留
孤
児
』
が
生
じ
た
経
過

や
、
そ
の
家
族
が
置
か
れ
て
い
る
現

状
を
ひ
ろ
く
世
論
に
訴
え
る
活
動
。 

④ 

そ
の
他
必
要
な
活
動
。 

  
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 

 

資
料
二 

 

声
明 

 

二
〇
〇
八
年
二
月
二
十
一
日
、
岡
山
・

香
川
の
中
国
残
留
孤
児
に
よ
る
国
家
賠
償

訴
訟
は
、
新
支
援
法
成
立
に
伴
い
、
取
り

下
げ
ら
れ
ま
し
た
。
国
側
は
、
新
支
援
法

の
誠
実
な
実
施
を
約
束
し
ま
し
た
。
提
訴

後
丸
４
年
を
経
て
、
中
国
残
留
孤
児
の
安

定
し
た
晩
年
を
送
り
た
い
と
い
う
願
い

が
、
い
く
ぶ
ん
か
達
成
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
こ
と
を
ひ
と
ま
ず
喜
び
た
い
と
思
い
ま

す
。 

 

敗
戦
後
６３
年
を
経
て
、
や
っ
と
訪
れ
た

戦
後
で
す
。
そ
の
間
に
失
わ
れ
た
時
間
は

二
度
と
戻
っ
て
き
ま
せ
ん
。
そ
の
間
命
を

落
と
し
た
数
多
く
の
人
々
の
苦
難
は
、
決

し
て
償
わ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

よ
う
や
く
に
し
て
幾
ば
く
か
の
安
ら
ぎ
が

約
束
さ
れ
た
と
は
い
え
、
そ
の
あ
ま
り
に

遅
き
に
失
し
た
こ
と
が
、
悔
や
ま
れ
て
な

り
ま
せ
ん
。 

 

新
支
援
法
の
施
行
は
、
今
年
の
４
月
で
あ

り
、
実
際
の
給
付
は
６
月
開
始
で
あ
り
ま

す
。
そ
の
日
程
を
見
つ
つ
、
こ
の
裁
判
に
関

わ
る
事
後
処
理
が
円
滑
に
遂
行
さ
れ
る
の

を
見
届
け
る
こ
と
が
出
来
れ
ば
、
わ
た
し

た
ち
支
え
る
会
は
、
そ
の
目
的
を
ほ
ぼ
１２

分
に
達
成
し
た
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
そ
の

よ
う
に
考
え
て
、
わ
た
し
た
ち
支
え
る
会

は
、
こ
の
５
月
を
以
て
解
散
し
ま
す
。 

会
員
の
皆
様
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
ご
協
力

に
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

新
支
援
法
は
、
残
留
孤
児
に
つ
い
て
そ
の

地
域
と
の
交
流
促
進
を
は
じ
め
日
本
語
習

得
の
支
援
を
も
そ
の
課
題
と
し
て
い
ま

す
。
わ
た
し
た
ち
支
え
る
会
そ
の
も
の

は
、
５
月
い
っ
ぱ
い
で
解
散
し
ま
す
が
、
そ

の
主
た
る
日
常
活
動
と
し
て
展
開
し
て
き

た
日
本
語
習
得
支
援
活
動
は
、
解
散
後
も

ひ
き
つ
づ
き
、
岡
山
、
倉
敷
、
総
社
各
地
域

で
日
本
語
教
室
を
開
設
し
継
続
す
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。
日
本
語
の
習
得
に
よ
っ
て

こ
そ
孤
児
の
皆
さ
ん
の
「落
葉
帰
根
」の
願

い
が
真
に
達
成
さ
れ
る
と
考
え
る
か
ら
で

す
。 

 

孤
児
の
皆
さ
ん
が
、
「日
本
に
帰
っ
て
き

て
良
か
っ
た
」と
心
か
ら
思
え
る
よ
う
に
な

ら
れ
る
こ
と
を
切
望
し
て
や
み
ま
せ
ん
。

提
訴
取
り
下
げ
に
あ
た
っ
て
、
あ
ら
た
め

て
孤
児
の
皆
さ
ん
の
多
幸
を
記
念
す
る
と

と
も
に
、
地
域
近
隣
の
人
々
が
理
解
を
も

っ
て
、
孤
児
の
皆
さ
ん
に
暖
か
く
接
し
て
下

さ
る
こ
と
を
期
待
し
て
、
わ
た
し
た
ち
の

声
明
と
し
ま
す
。 

 

２
０
０
８
年
２
月
２２
日 

 

中
国
「残
留
孤
児
」訴
訟
を 

支
え
る
岡
山
県
民
の
会 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

会
長 

 

岩
間 

一
雄 

  

封
鎖
に
反
対
し
４０
日
間
断
食
を
行
っ
た

り
し
て
い
る
。
９１
年
再
び
ベ
ト
ナ
ム
の
地

を
訪
れ
た
。
彼
の
語
り
は
多
く
の
も
の
の

心
を
と
ら
え
て
い
る
。 

 

県
民
の
つ
ど
い
、
９
条
パ
レ

ー
ド
に
積
極
的
な
参
加
を 

―
第
２
回
実
行
委
員
会
開
催
― 

２
月
26
日
開
か
れ
た
第
２
回
実
行
委
員

会
は
、
代
表
の
星
島
淑
子
氏
を
は
じ
め
マ

ス
コ
ミ
九
条
の
会
お
よ
び
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
会
議
、
足
守･

高
松
九
条
の
会
、
倉
敷
９

条
の
会
、
県
労
会
議
、
商
工
団
体
連
合

会
、
早
島
ピ
ー
ス
の
会
、
民
主
医
療
機
関

連
合
会
、
興
除･

藤
田･

福
田
・妹
尾
９
条

の
会
、
平
和
委
員
会
、
原
水
協
、
県
九
条

の
会
の
12
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
本
番

ま
で
の
最
後
の
会
議
で
一
部
補
強
さ
れ
た

も
の
の
、
基
本
的
に
は
こ
れ
ま
で
提
案
し

て
き
た
方
向
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
財
政

に
つ
い
て
は
、
こ
の
日
足
守
・高
松
九
条
の

会
か
ら
多
額
の
カ
ン
パ
が
届
け
ら
れ
た
こ

と
も
あ
り
従
来
ど
お
り
カ
ン
パ
に
よ
る
こ

と
、
も
し
残
金
が
出
れ
ば
行
進
団
へ差
し

入
れ
る
こ
と
も
了
承
さ
れ
ま
し
た
。 

ま
た
自
炊
し
な
が
ら
の
行
進
団
か
ら
は
、

食
料
品
な
ど
の
差
し
入
れ
を
、
と
の
要
望

が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
報
告
さ
れ
ま

し
た
。
な
お
６
日
の
出
発
地
の
下
田
町
児

童
公
園
は
、
岡
山
市
田
町
と
紹
介
し
て
い

ま
し
た
が
中
央
町
の
誤
り
で
し
た
の
で
お

詫
び
し
て
訂
正
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

場
所
は
西
川
ア
イ
プ
ラ
ザ
の
あ
る
下
石

井
公
園
よ
り
や
や
南
、
西
川
の
東
側
に

あ
り
ま
す
。
あ
か
る
く
、
楽
し
い
パ
レ
ー

ド
に
な
る
よ
う
参
加
の
準
備
を
お
願
い
し

ま
す
。 

  

実
行
委
員
会
への
参
加
、
ニ
ュ
ー
ス
希
望
の

方
は
下
記
へご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

た
だ
し
メ
ー
ルF

ax

に
限
定
。 

M
ail : 

oka-kura9@
khf.biglobe.ne.jp 

F
ax 

&
 T

el  086

―424

―9764 

  

岡
山
訴
訟
終
結
に
あ
た
っ
て 

 

９
条
世
界
会
議 

岡
山
県
実
行
委
員
会
ニ
ュ
ー
ス 

 
 

№
４ 

 

08
年
２
月
2９
日 

行
進
団
へ
、
宣
伝
カ
ー 

運
行
の
協
力 

 

９
条
ピ
ー
ス
ウ
オ
ー
ク
の
行
進
団
は
、
2８

日
三
原
に
到
着
し
ま
し
た
。
宣
伝
カ
ー
な

し
の
行
進
計
画
で
し
た
が
、
何
の
行
進
か

よ
く
わ
か
ら
な
い
と
い
う
要
望
が
あ
っ
た

た
め
、
宣
伝
カ
ー
を
出
し
た
と
こ
ろ
評
判

が
よ
か
っ
た
と
の
こ
と
で
し
た
。
そ
の
た
め

岡
山
県
内
で
も
運
行
に
協
力
し
て
も
ら
え

る
か
ど
う
か
打
診
が
あ
り
ま
し
た
。 

急
な
要
請
で
し
た
が
笠
岡
市
職
労
、
玉
島

九
条
の
会
、
倉
敷
９
条
の
会
、
岡
山
県
労

会
議
が
そ
れ
ぞ
れ
県
内
を
リ
レ
ー
し
て
宣

伝
カ
ー
の
運
行
に
協
力
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。 

 
行
進
団
ニ
ュ
ー
ス  

現
在
行
進
中
の
外

国
人
の
紹
介
文
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
グ
ル
ー
プ 

 

（５
、
６
日
２

人
で
歌
を
披
露
し
ま
す
） 

プ
エ
ル
ト
リ
コ
と
リ
ベ
リ
ア
出
身
の
イ
ロ
ッ
ク

と
オ
プ
テ
ィ
マ
ス
が
結
成
し
た
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ

プ
グ
ル
ー
プ
。
自
分
た
ち
が
育
っ
た
ボ
ス
ト

ン
を
活
動
拠
点
と
し
、
同
様
の
バ
ン
ド
が
物

質
的
な
こ
と
や
色
恋
沙
汰
を
ラ
ッ
プ
音
楽

に
託
す
一
方
で
、
彼
ら
は
一
貫
し
て
社
会

の
不
平
等
と
あ
ら
ゆ
る
差
別
と
抑
圧
の
問

題
を
ラ
ッ
プ
に
託
し
て
活
動
し
て
き
た
。 

 

キ
ュ
ー
バ
の
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
祭
典
に
唯
一
の

外
国
人
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
し
て
呼
ば
れ
、

さ
ら
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
ア
フ
リ
カ
諸
国
に
も

そ
の
活
動
の
場
を
広
げ
る
。
彼
ら
は
音
楽

活
動
を
通
し
て
都
市
部
の
暴
力
と
、
人
種

差
別
、
隔
離
、
政
治
的
退
廃
の
改
善
を
訴

え
て
き
た
。
そ
の
音
楽
活
動
は
ボ
ス
ト
ン
市

を
は
じ
め
数
々
の
賞
を
受
賞
す
る
こ
と
と

な
る
。 

 

ア
レ
ン
・ミ
ラ
ー
（３
／
１７
日
大
阪
ま
で
） 

マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
は
レ
ベ
レ
ッ
ト
近
く
モ
ン

タ
ギ
ュ
ー
村
で
農
夫
と
し
て
、
詩
人
と
し

て
、
大
工
と
し
て
現
在
暮
ら
し
て
い
る
。

１９
歳
の
と
き
陸
軍
に
か
り
出
さ
れ
、
１
９

６
９
年
に
負
傷
す
る
ま
で
ベ
ト
ナ
ム
に
て
従

軍
し
て
い
た
。 

こ
こ
２０
年
は
地
元
の
学
校
を
中
心
に
自

分
が
ベ
ト
ナ
ム
で
受
け
た
体
験
を
か
た
り

歩
い
て
い
る
。
１
９
８
９
年
に
は
ベ
ト
ナ
ム
に

医
療
品
を
米
国
の
経
済
封
鎖
で
不
足
し
て

い
る
病
院
と
孤
児
院
に
届
け
た
り
、
ワ
シ
ン

ト
ン
国
会
議
事
堂
前
で
こ
の
不
平
等
経
済

mailto:oka-kura9@khf.biglobe.ne.jp

